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日 時 ：平成２８年９月２０日（火）１８：１５～１９：１５

場 所 ：１１号館 第２臨床講義室

演 題 ：「遺伝医療と家族」

～オバマ大統領もアンジェリーナ・ジョリーさんも

何をチェンジした？～

講 師 ：星総合病院 認定遺伝カウンセラー

福島県立医科大学附属病院 遺伝診療部 非常勤認定

遺伝カウンセラー兼任

赤間 孝典 先生

※大学院生は共通必修科目（規定の8）に該当します。

今月の臨床腫瘍セミナー

[文責] 臨床腫瘍センター [担当] 根本（内線3160）mi-naga6@fmu.ac.jp

2016年８月外来化学療法センター利用状況

血液内科 56 婦人科 33

消化器内科 43 小児腫瘍内科 1

肝胆膵・移植外科 32 泌尿器外科 6

呼吸器外科 21 皮膚科 23

消化管外科 61 リウマチ・膠原病内科 10

乳腺外科 97 腫瘍内科 11

呼吸器内科 52 その他 15

合計 461

【緩和ケア研修会in福島医大2016】
平成28年8月6日・7日の2日にわたって『緩和ケア
研修会in福島医大2016』を開催しました。
（受講人数は医師55名、薬剤師4名、看護師1名）
緩和ケア研修会とは、国の施策に基づく「がんによ
る苦痛に対する緩和ケアの知識、技能、態度」を習
得するものです。今回の研修は講義、ロールプレイ、
グループワークの充実した内容で行いました。受講
者からは『大変勉強になった』『ロールプレイを通
して患者の気持ちを体験できた』などの感想があり
ました。
患者さんの苦痛緩和のための方策をディスカッショ
ンすること、そしてその時間を共有することで生ま
れる一体感は、病院や診療科、職種という枠を越え
充実した時間になりました。
研修で得るものは知識や技術ばかりではありません。
このように異なる診療科や地域の医療者が集い、顔
の見える関係づくりを行うことで、今後診療を行う
上でも大きな輪（和）が拡がっていくことを期待し
ます。
なお「緩和ケア研修会in福島医大2016」の今年度2
回目の開催は、平成29年2月11日・12日となってお
ります。
今回受講できなかった方は是非ご受講くださいます
ようお願いいたします。

緩和ケアチーム 藤本順子

①がん診療連携拠点病院は、がん診療に携わる全ての医
師・歯科医師が緩和ケア研修会の修了が必須
②がん診療連携拠点病院は、施設に所属する初期臨床研
修2年目から初期臨床研修3年目までの全ての医師が緩和
ケア研修会の修了が必須
※がん治療認定医の申請・更新には緩和ケア研修会の
修了が求められることとなったため、がん診療に携わる
医師にとっては必須の研修となっています。

※今後福島県で開催されます緩和ケア研修会会場につい
ては裏面をご覧ください。

～緩和ケア研修会の受講が推奨される理由～



主催者 開催日 募集人数 募集期間 連絡先 備考

（区分Ａ）
平成28年9月24日（土）

（区分Ｂ）
平成28年9月25日（日）

（区分Ａ）
平成28年10月22日（土）

（区分Ｂ）
平成28年10月23日（日）

（区分Ａ）
平成28年12月3日（土）

（区分Ｂ）
平成28年12月4日（日）

（区分Ａ）
平成28年12月17日（土）

（区分Ｂ）
平成28年12月18日（日）

（区分Ａ）
平成29年2月11日（土）

（区分Ｂ）
平成29年2月12日（日）

なお、県のＨＰにも掲載しておりますのでご覧ください。

平成28年度　福島県緩和ケア研修会　開催スケジュール

診療情報管理室
関　達也

0246-26-3151

総務課
原

024-934-5322

総務経理課
渡邊

024-946-0808

庶務課
太田・本間

024-925-1188

臨床腫瘍センター

三瓶
024-547-1088

開催日は
予定です。

30名程度

30名

医師20名
コメディカル若干名

医師30名
コメディカル若干名

40名

未定

平成28年9月30日（金）

平成28年10月1日（土）～
平成28年10月31日（月）

平成28年11月4日（金）

未定

いわき共立
病院

総合南
東北病院

坪井病院

太田西ノ内
病院

福島医大


